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進撃の学会：多様性の拡大を使命とする 

行動計量学 
植野 真臣 

 

 行動計量学という分野名は造語であり，行動の

計量に関する研究なら何でもよいというふとっぱ

らな定義です．そのため，統計学や理系のデータ

解析系学者のみでなく，心理学や経済学，教育学

など人間行動の計量に関する分野の研究者が理系

文系問わずバランスよく参加できる分野です．本

学会は横断的で様々な分野の優秀な研究者に出会

うことができ，有益なアイデアを共有できる本当

に貴重な機会になるように設計されています．本

学会の大きな特徴はデータ解析を中心に多様な分

野・職種から多様な人々が集まり，多様な研究が

共有されることにあります．理系・文系の多様な

分野の研究者が同じ学会で研究するというのは非

常にまれな学会ではないでしょうか？また，デー

タ解析理論・手法の開発を行う研究者とフィール

ドの専門家で実際にデータ解析を行う実践者でも

ある研究者（時には職業的研究者ではなく，企業

でのデータ解析ツール開発者やデータ解析の実践

者）が共存していることも特筆すべきです．手法

開発者がチュートリアルやワークショップを行い，

各フィールドにおけるデータ解析の実践的研究者

が新しい手法を学べるだけでなく，手法研究者も

実践的研究者の経験から実践的課題や様々な現象

など多くの今後の研究課題が学べます．このよう

に，文系・理系，多種異分野・異業種，理論研究

者・開発者・実践家の参加者が一同に参加して情

報共有し，学び会えることが本学会の最大の魅力

なのだと思います． 

このような意味で自分のやっている研究分野に

閉じこもっているような方には向いていないのか

もしれません．私もそもそも神戸大学大学院教育

学研究科出身でその後，東京工業大学大学院総合

理工学研究科でベイジアンネットワークなどを研

究しています．その後，教育学で学んだ知識を活

かし，日本で最初に eラーニングの論文を書きま

した．このように分野を意識せずに好きな研究を

やってこられたのもそもそもこの学会の影響なの

かもしれません． 

自分にとってワクワクすることを他分野から学

ぼうという文化を本学会に根付かせたいものです．

しかし，私の理事長就任期間に本学会の特徴・利

点を発展できたかについては多いに反省するとこ

ろであります． 

以下は私が就任時に執筆させていただいたご挨

拶「拡張する学会を目指して」での一部を再掲い

たします．「産業革命後のイギリスの没落は，当時

新しく出現したテクノロジストを職工としてさげ

すみ，依然として物理学や数学のみを理工系の学

問として取り扱ってきた新しい文化を受け入れる

社会がなかったためであると考えられています．

当時のイギリスの失敗を繰り返さないためには，

伝統的でない新しいものを受け入れる文化を持っ

ているかどうかがキーです．いや，受け入れるだ

けでなく，新しい分野を開拓していくべきでもあ

ります．」 
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データサイエンスがこれほど重要になってきた

今日，本学会の重要性はますます増加しています

が，まさに本会の立場も先の状況に似ていると考

えられます．学会の役割はただ各会員の行った研

究流通にとどまらず，潜在的な社会的インパクト

を見抜き伝統的でない新しい考え方を受け入れ，

その研究マーケットをそれぞれ開拓していくとい

った文化が学会に根付いていくことがまず重要で

あると考えられます．学会が個々の会員に学びや

驚き，喜びを与え，メンバーを成長させる機能を

持たねばならないことはもちろんのこと，学会自

身が学習して拡張していく組織でなければならな

いのです．そうすることで，真に社会貢献できる

組織となり，個々のメンバーも成長し続けること

が可能になるのだと思います．本学会は初代理事

長である林知己夫先生が「データサイエンス」を

最初に提唱された学会でもあります．林先生は「デ

ータサイエンスは，単に統計学，データ解析やそ

の関連手法を統合した概念のみでなく，その結果

も含む．データサイエンスの目的は，複雑な自然，

人間，社会的現象をデータから様々な手法を用い

て隠れた構造や特徴を発見することである」と述

べられています．この意味でも，新しい統計学，

データ解析やその関連手法を取り入れるだけでな

く，幅広い分野にデータサイエンスを拡張してい

かなければならないのでしょう．行動計量学は，

多様性を促進し，拡張し続けていく「進撃の分野」

でなくてはならないのです． 

 

植野 真臣 

（うえの・まおみ） 

1992 年神戸大学大学院教

育学研究科修了，1994年東

京工業大学大学院総合理工

学研究科修了．博士（工学）．

東京工業大学，千葉大学，長

岡技術科学大学を経て

2006 年より電気通信大学助教授，2013 年より教授, 2018 年

より日本行動計量学会理事長，現在に至る． 

 

 

 

 

2021年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第一報） 

 

運営委員長 久保田貴文 （多摩大学） 

実行委員長 西井 龍映 （長崎大学） 

プログラム委員長 坂本 亘 （岡山大学） 

 

1. 2021年度統計関連学会連合大会について 

 2021年度統計関連学会連合大会は，応用統計学

会，日本計算機統計学会，日本計量生物学会，日

本行動計量学会，日本統計学会，日本分類学会の

主催により，下記要領にて開催いたします． 

 開催場所は長崎大学文京キャンパスを予定して

いますが，コロナ禍の状況を確認しつつ，開催方

式については現在検討中です．3 月上旬発行予定

の第二報にてご案内の予定です． 

日程：2021年9月5日 (日)－9日 (木) 

9 月 5 日：チュートリアルセッションおよび市民

講演会 

9 月 6 日－9 日：本大会（一般講演，企画セッシ

ョン，コンペティションセッション，ソフトウ

ェアセッションなど） 

 

2. 各種企画について 

 本大会においても従来の大会と同様に，チュー

トリアルセッション，市民講演会，企画セッショ

ン（4月上旬に締め切りを設定予定），コンペティ

ションセッション，ソフトウェアセッションなど

を予定しています．何かご意見やご提案をお持ち

の方はプログラム委員会（kikaku2021(at)jfssa.jp）

までお知らせください（(at)を@に置き換えてくだ

さい）．企画セッションの公募は第二報（3月上旬

発行予定）で，各種企画は第三報（5 月上旬発行

予定）で，それぞれお知らせする予定です． 

 

3. 一般講演や大会参加について 

 一般講演や参加の事前申込，報告集原稿提出は

今後開設するホームページ上で行います．一般講

演申込の締め切りを5月下旬（予定）とし，それ

以降に，報告集原稿提出および参加の事前申込の

締め切りを設定いたします. 発表を計画されてい

る方は予定に組み込んでいただければ幸いです．

確定した期日は，第三報でお知らせいたします． 
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和文誌編集委員会より 

 

和文誌編集委員会委員長   

星野崇宏（慶應義塾大学） 

 

「行動計量学」若手ファーストトラック新設と 

ご投稿のお誘い 

 

本学会学術誌「行動計量学」では，2020年に実

施した公募論文特集において多数の論文投稿を得

ることができました． 

これを踏まえ，若手の研究者にとってニーズが

あると考えられる「ファーストトラック」を毎年

9 月号での掲載に向けて継続的に実施することと

なりました． 

投稿時に学会員である必要がありませんので，

以下の条件やスケジュールをご覧いただき，周囲

の若手研究者への論文投稿をお勧めいただけます

と幸いです． 

 

【投稿条件】 

 

１）第一著者が次のどちらかである 

・大学または大学院の正規課程に在籍する学生で

ある 

・修士号または博士号授与から3年6か月以内で

ある 

 例）2018年3月に博士号を取得→2021年4月

の今回投稿は受理する 

投稿をファーストトラックで受け入れる． 

２）投稿時には第一著者は学会員や準会員である

必要はないが，その場合は採択から一週間以内

に入会手続きを行うことを掲載の要件とする． 

３）投稿の際に在籍証明書または学位取得の時期

を証明するもの（学位記のコピーや修了証明書

など）を提出して頂き，要件を満たすもののみ

投稿を受理する． 

４）編集委員会の負担軽減のため，毎回最大8本

に限定し，8 本投稿された時点でファーストト

ラックとしての受理を停止する． 

５）行動計量学にふさわしい実証研究や方法論研

究であれば分野は問わない． 

 

【スケジュール】 

第 48 巻 2 号 2021 年 9 月号に向けたスケジュー

ルは以下の通りとします． 

 

2020年11月中旬 アナウンス開始 

2021年4月18日 締め切り  

＊但し委員会の査読の負担を軽減するために各回

8 本以内に限定し，8 本を超えた時点で締め切

りを待たず受理停止します． 

＊和文誌「行動計量学」の査読範囲外と判定され

るものは1週間以内に差戻の決定をご連絡しま

す． 

2021年5月末    一回目査読結果（不採択 or修

正再審査or修正採択 or採択） 

2021年6月末    再投稿締め切り 

2021 年 7 月 20 日 二回目査読結果（不採択 or

修正採択or採択） 

2021年8月5日  再修正投稿締め切り 

2021年8月12日 採択通知・入稿 

2021年9月中  掲載論文出版 

 

【連絡先・投稿先】 

日本行動計量学会和文誌編集委員会委員長 

慶應義塾大学 星野崇宏 

hoshino@econ.keio.ac.jp 
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運営委員会より 

 

第23回春の合宿セミナーのお知らせ 

実行委員長 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

 

第 23 回春の合宿セミナーをオンライン形式で

開催します．テーマは「時系列分析」です．講義

では古典的な時系列分析の方法論の解説から多変

量時系列分析まで取り上げます．特に「状態空間

モデル」は，実際にプログラムを動かして学ぶ演

習を組み込んだ実践型コースです．現在，参加者

募集中です．学生，社会人実務家から教員の皆様

まで，幅広いご参加をお待ちしております． 

 

＜開催基本情報＞ 

開催日時： 2021年3月27日（土）～ 3月28日

（日）（2日間） 

開催方法：オンライン・リアルタイム配信（LIVE

形式） 

内容：「人の行動を捉える！－現代時系列分析入門

－」 

講師：大阪電気通信大学 情報通信工学部情報工学

科 教授 小森政嗣  

参加費: 準会員（学生)：4,000 円，学生非会員：

10,000 円，正会員（一般)：8,000 円，一般非会

員：18,000 円 

参加申込：セミナー詳細をお読みの上，お申し込

みください． 

http://www.mayomi.org/bsj/spring23.html  

・今回，2021年3月12日までに入会申し込みを

されますと，会員価格が適用されます． 

・正会員，準会員は会員情報確認のため3月21日

までにお申込みください 

---------------------- 

第23回春の合宿セミナー実行委員会 

実行委員長：大阪経済大学 芳賀麻誉美 

副実行委員長：岡山大学 山本倫生 

       東京理科大学 土田潤 

問合せ先：spring23@mayomi.org 

 

 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長         

尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会 Twitterでの情報提供 

 大会情報，シンポジウム情報，春の合宿セミナー，

新着論文等について情報提供を行っています．2月5

日現在，フォロワー数は466です．こちらにつきま

しても，「フォロー」をぜひお願い致します． 

 

メールニュースの配信 

 2020 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです． 

 

メールニュースの配信数 

 
 

 

3年間の広報活動 

広報委員会は3つの小委員会に分かれており，

広報業務は各小委員会の委員長をはじめとする各

先生方によって遂行されています．3年間毎日欠

かさずに広報依頼のチェック等をして頂いた先生

方に心から感謝申し上げます． 

 

2018年度からの3年間に渡る広報活動において，

Twitterアカウントの開設・情報提供やWebページ

の改訂を新規事業として行うことができましたが，

これも小委員会の先生方の努力によるものです． 

 今期の委員会としての活動はもう少し続きます．

委員の先生方に感謝しながら，最後まで全うした

いと思います． 
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資料アーカイブス委員会からのお知らせ 

資料アーカイブス委員会委員長 

松本渉（関西大学）  

 

『数理科学』誌の特集「行動計量」のオンライン

公開のお知らせ 

日本行動計量学会設立当初の貴重な資料と言え

る『数理科学』誌（1974年2月，ダイヤモンド社

刊行）の特集「行動計量」で掲載された10点の論

文（下記参照）を，2020 年 11 月 24 日より，学

会のWebページにて全文公開いたしました． 

 

公開先URL：  

https://bms.gr.jp/about/mathematicalsciences/ 

 

1 行動計量学と人間研究 

        林 知己夫 

2 数理心理学の立場から 

        時間軸における計数の分析 

        印東 太郎 

3 言語と行動計量学 

        野元 菊雄 

4 政治学と行動計量学 

        武者小路 公秀 

5 人間行動の分析における確率モデル 

        竹内 啓 

6 健康事象頻度の計量学 

        山本 俊一 

7 人間システム分析への道 

        大島 正光 

8 認識論の立場からみた人間主観の自由性 

        飯島 泰蔵 

9 マーケティングと行動計量学 

        社会心理学の立場より 

        飽戸 弘 

10 行動計量学の動向 

        柳井 晴夫・丸山 久美子・岩坪 秀一・ 

        松原 望・梶田 叡一 

（敬称略） 

 

 

 

この『数理科学』誌の特集は，本学会の和文機

関誌創刊までの空白を埋める目的があったことか

ら，今の機関誌と同様に雑誌を会員にお送りした

経緯があります．そのため本学会にとっては，こ

の特集は和文機関誌第0巻とも位置づけることが

できます．1 巻 1 号以降の和文誌『行動計量学』

の論文については，すでに電子化およびオンライ

ン公開がなされています．『数理科学』誌の特集で

掲載された当該論文についてもオンライン公開と

なったのは時代の要請と言えます． 

 

訂正とおわび 

過去の会報（2019 年 9 月刊行 162 号）におき

まして，ダイヤモンド社から刊行されました『数

理科学』誌において組まれた特集名を「行動計量

の動向」と表記しておりました．正しくは，今号

に記載しておりますように「行動計量」が正しい

特集名です． 

この場をお借りして訂正いたしますとともに，

お詫び申し上げます． 

 

論文の著者あるいは著作権継承者の皆様へ 

日本行動計量学会では，当該特集に掲載されて

いる論文の著者あるいは著作権継承者の皆様に，

本学会への著作権譲渡についての文面をお送りし，

ほぼ全員の方のご同意を得ております．しかしな

がら，もし著作物に権利を有する方のうち著作権

譲渡にお返事を頂いていない方で電子化し公開す

ることが不都合とお考えの方がおられましたら，

本学会にご連絡くださるようお願いいたします．

当該ページに限定して公開を中止するなど，学会

として誠意をもって対応いたします． 

 

連絡先： matsumoto@res.kutc.kansai-u.ac.jp 

（資料アーカイブス委員会委員長 松本渉） 
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柳井レクチャー委員会より 

柳井レクチャー選考委員会委員長 

吉野諒三（同志社大学）  

 

2021年度柳井レクチャー講演者紹介 

残念ながら，本年度はコロナ禍の事情で，柳井

レクチャーは 2021 年度に延期されることとなり

ましたが，御講演者の村上隆会員の御経歴を簡単

に御紹介しておきます． 

同会員は，長年にわたり，教育学関連分野を中

心に多変量解析等の統計手法を開発，活用し，実

社会の問題解決をめざし，まさに行動計量学の理

念を具現化してきました．近年では学生とともに

中日ドラゴンズ球場の観客調査（市場調査）まで

展開し，実践の統計を試行し続けています．お話

は，本学会の会員の幅広い興味，関心を集めるも

のと期待しています． 

 

村上 隆  Murakami Takashi 

 

所属  

2018/10 - 現在   中京大学 特任研究員 

2006/10 - 2018/03 中京大学 教授 

1994/04 - 2006/09 名古屋大学 教授 

1979/11 - 1994/03 名古屋大学 助教授 

1975/04 - 1979/10 名古屋大学 助手 

論文等 (抜粋) 

村上 隆(2016). 多重対応分析の変換としての

正規直交多項式主成分分析―Likert型項目の

探索的分析のための新たな手続き―, データ

分析の理論と応用, 5(1), 27-47. 

村上 隆(1996). ３相因子モデルと個人差の概

念, 心理学評論, 39, 408-427. 

村上 隆(1994). 入試方法が同じなら入学者の

水準は同じか, 大学入試研究ジャーナル, 4, 

65-70. 

書籍 (抜粋) 

『心理学・社会科学研究のための構造方程式モ

デリング Mplusによる実践』, ナカニシヤ出

版, 2018年 

『発達障害児支援とアセスメントのガイドライ

ン』, 金子書房, 2014年 

『非計量多変量解析法 主成分分析から多重対

応分析へ』, 朝倉書店, 2011年 

受賞 

2017/12 - 日本分類学会 フェロー 

2015/09 - 日本テスト学会 日本テスト学会 学

会賞 

2011/09 - 日本行動計量学会 日本行動計量学

会 功績賞 

1991/08 - 日本行動計量学会 日本行動計量学

会 優秀賞 

 

 

 

【シリーズ海外レポート㉙】 

フィンランドにおける働き方とオフィス 
 

稲水 伸行（東京大学） 

はじめに 

私は，この数年ほど「オフィス学プロジェクト」

と称して，オフィス環境やそこでの働き方と創造

性（クリエイティビティ）の関係について，複数

の企業と共同研究を行なっています．少し前にな

りますが，2019年3月，慶應義塾大学の島津明人

教授の紹介で，私と共同研究企業の三井デザイン

テック株式会社とでフィンランド労働衛生研究所

（FIOH：Finnish Institute of Occupational 

Health）を訪問し，共同研究の打ち合わせをする

ことになりました．その際，フィンランドにおけ

る働き方やオフィスについても調査しましたので，

その時のお話をさせていただきたいと思います． 

 

フィンランドで推進されている ABW(Activity-

Based Working) 

働き方先進国とされるフィンランドが国を挙げ

て推進しているのが ABW(Activity-Based 

Working)です．これは，「活動内容に合わせて最適

な場所を自由に選択できる仕事環境」を意味しま

す．オフィスで言うと，集中したいときは一人で

集中できるブースに，少人数のチームでカジュア

ルに話をしたい時はカフェ・スペースに，大人数

を相手にプレゼンをする際は大会議室に，という

ように，オフィス内に多様な空間を用意し，多様

な働き方を可能にする仕組みということになりま

す．もちろん，オフィス内に限定される必要はな
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く，在宅で仕事をしてもよいですし，コワーキン

グ・スペースやシェア・オフィスのようなところ

から仕事をすることも可能です． 

日本はというと，コロナ禍で変わってきている

とはいえ，一人一人に固定席を割り当て，部署ご

とに島を作る「対向島型」のオフィスがいまだに

一般的だと思います．90年代後半から2000年代

にかけて，一部の企業では「フリーアドレス（自

由席）」が導入されるようにはなりましたが，従業

員自身が自由に席を選べると言っても，いわゆる

従来の執務スペースが多く，集中ブースやカフェ，

協業スペース等が十分に用意されているわけでは

ありません．結果的に，席の固定化が起こり，形

骸化してしまったという話はよく聞きます．フィ

ンランドはその一歩先を行っていて，席が自由で

あることに加えて，多様なタイプの空間から選べ

る，というわけです． 

このABWが，労働者のワークエンゲイジメン

ト，ウェルビーイング，生産性やクリエイティビ

ティとどのように関係しているのかを探るのが，

この共同研究の目的です．丸一日かけて，お互い

にこれまでの調査内容について紹介し合い，熱い

議論をすることができました． 

写真 1：FIOH でのディスカッションの様子（三

井デザインテック提供） 

 

フィンランドのオフィスの実際 

フィンランド滞在中，FIOHのアレンジで3つ

の会社のオフィスを実際に見学することもできま

した．フィンランドでは，テレワークがかなり普

及しています．そのため，オフィスに来て仕事を

する人が少なくなってきているようです．これに

対して，ある程度は出社して仕事をしないといけ

ないのではないかと危機感を感じたのが経営陣．

ただ，従来通りのオフィスのままでは駄目で，テ

レワークが普及していても出社をしたくなるオフ

ィスを作る必要があります．この3社にある程度

共通していたのが，莫大な投資をしてリノベーシ

ョンを行なったということです． 

リノベーションのポイントの1つが，先ほども

出ていたABWです．これによって，集中して仕

事をしつつも，他の人とコミュニケーション・コ

ラボレーションできる，程よいバランスの取れた

環境を作っていました． 

ただ，こうした機能性だけではなく，シンボル

性を重視したオフィスにしたという点もポイント

です．企業文化やアイデンティティが経営上ます

ます重要になってきていますが，それらを表象す

るリアルな場としてオフィスを位置づけるという

わけです．コーポレートカラーをオフィスに反映

させるといった試みがこれにあたります．確かに，

これらはバーチャルの世界ではなかなか表象しに

くいでしょうし，感じることも難しいかもしれま

せん． 

さらに，北欧ならではという気もしますが，デ

ザイン性の重視もポイントです．最近は，感性や

感情が経営学の世界でも取り入れられるようにな

り，アートとビジネスの関係も盛んに議論される

ようになってきています．例えば，歴史ある金融

機関であるX社は，多くの美術品を所蔵している

のですが，それらを惜しげもなくオフィス内に配

置し，従業員のインスピレーションを沸かせよう

としていました． 

そのほか，健康やダイバーシティへの配慮も行

き届いているように感じました．例えば，昇降デ

スクが完備されていました．一日中座位でいるこ

とは健康に良くないことが知られていますが，立

って仕事ができるようにも配慮することになりま

す．また，人によって体の大きさは異なるわけで

すが，昇降デスクであれば自分の体に合わせて使

えるので，ダイバーシティに配慮していることに

もなります． 

日本と違って興味深いのが，日照時間の少ない

フィンランドには採光に関する規制があることで

す．これは，日の差す窓から一定距離以上離れた

ところにデスクを置いてはならない，という規制

のようです．そのため，3 つの企業に共通して見

られたのが「中庭」でした．中庭があることで，
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ビル中央側にも日が差すようになるわけです．そ

して，この中庭は，格好のコラボレーション・ス

ペースにもなるという一石二鳥のデザインです．

これは，日本ではあまり見られないオフィス環境

かもしれません． 

写真 2①・②：フィンランドのオフィスの様子

（三井デザインテック提供） 

 

コロナ禍でオフィス不要論も出てきている昨今

ですが，アフターコロナにおけるオフィスのあり

方を考える上で示唆に富んでいる取り組みだと思

います． 

 

フィンランドの国民性と意外と近い日本 

さて，研究打合せや調査の合間には，お隣の国・

エストニアの首都タリンを訪問することもできま

した．フィンランドの首都ヘルシンキからフェリ

ーで 2 時間ほどで，十分日帰りできる距離です．

スタジオ・ジブリの「魔女の宅急便」のモデルと

も言われる風光明媚な街で，堪能できました． 

 

 

写真3：エストニアの首都タリン（著者撮影） 

  

ただ，興味深かったのは，フェリーを乗り降り

する際に，乗客が静かに列を作って待っていたこ

とです．妙に日本人っぽいなと思って色々と聞い

てみると，他の国と比べて，フィンランド人は勤

勉でルールを守るというところがあるとのこと．

また，フィンランド語は他のヨーロッパ諸国のそ

れとは異なる語族に属するようで，言語のハード

ルを感じることもしばしばあるとか．そのほか，

「ムーミン」に代表されるように，数々のキャラ

クターの発祥の地でもあります．案外日本と近い

国なのでは，と感じました． 

  

その後，FIOH とは連携をして調査研究を進め

ています．昨年（2020年）はコロナ禍のため互い

に訪問することは叶わず，リモートでの会議をす

ることになりましたが… ただ，休みをしっかり

とるというところは日本と大きく違うところで，

おかげでリモート会議の日程を組むことに四苦八

苦することもしばしば．まだまだ日本の働き方改

革は途上だなと思うこの頃です． 

稲水 伸行 

（いなみず・のぶゆき） 

東京大学大学院経済学研

究科 准教授 

東京大学大学院経済学研究科修

了．東京大学ものづくり経営研究

センター特任助教，筑波大学ビジ

ネスサイエンス系准教授を経て，

2016年1月より現職． 
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学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2021年 

2月3日 

第２回WiDS 

Tokyo@Yokohama 

City University 

2021年 

3月8日 

（2020 年11月11日～2021年2 月3日承認の

もの） 

 

会員の著書等 

 

鳥居弘志（訳）『Rによる実践的マーケティングリ

サーチと分析 原著第2版』，共立出版，2020年3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝野熙彦（編著）『ビジネスマンがきちんと学ぶデ

ィープラーニングwith Python』，朝倉書店，2021

年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

（ISSN）0385-7417（print version） 

（ISSN）1349-6964（electronic version） 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧文

誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計量

学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）に

遡って電子化し，JST で運用している電子アーカ

イブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公開）

しております．電子アーカイブ化・公開には，創

刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公開）

の同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017年 1月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通り JSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2021年1月29日現在） 

正会員       ： 763名 （海外3含む） 

準会員       ： 101名  

名誉会員      ： 22名  

賛助会員      ： 23社  

シニア会員     ： 35名  

計         ： 944名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 
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求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後2年を経過しないも

の）など，会員の皆様から原稿を募集しておりま

す．広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去3 年程度の

間に会員によって刊行された優れた図書の著者・

訳者が対象となっています．本会報の「会員の著

書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を

出版されたことをアピールできる数少ない場であ

ると思いますので，優れた書籍の推薦や情報など

をお寄せ下さいますようお願いいたします．な

お，会員の方がご自身で出版された著書について

ご連絡いただく際には，書誌情報とともに（出版

社から入手した）書影を後日お送りいただきます

ので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号169号の場合には4月末

日）にお寄せいただければ，直近号に掲載するこ

とが可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させていた

だきますのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

年度末のお忙しい中，今号に寄稿いただいた皆

様に，御礼申し上げます．どうもありがとうござ

いました． 

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要望，

その他会報に掲載すべきと思われる情報などござ

いましたら広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

次号から，会報を担当する広報委員は代替わり

となります．もっと良い紙面にできたのではない

かとも思いつつですが，寄稿下さった方々をはじ

めとする皆様方のご協力により，これまで 3年間

会報をお届けすることができました．この場を借

りて御礼申し上げます．ありがとうございました．  

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 

 


